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奇
妙
と
い
う
の
か
、
一
や
は
り
」
と

い
う
べ
き
な
の
か
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で

の
米
ソ
首
脳
＾
薮
成
で
最
後
ま
で
話
題
に

す
ら
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
海
洋
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（

ト
マ
ホ
ー
ク
）
。
四
千
発
を
実
戦
配
備

、
う
危
九
八
発
が
核
。
米
国
の
こ
の

計
画
は
い
か
な
る
軍
備
管
理
の
制
約
も

受
け
ず
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
一
沈
黙
J

は
「
我
々
も
や
る
ぞ
」
と
の
意
思
呑
ホ

な
の
か
。
．

陸
上
で
は
一
定
の
「
管
理
」
、
海
洋

で
は
野
的
薗
な
咳
軍
拡
競
争
。
こ
れ
が

眉
竺
暗
黙
の
食
思
」
だ
。

核
軍
備
員
へ
の
可
能
性
は
ー
た
と

え
部
分
的
な
も
の
で
あ
れ
9
I
下
か
ら

の
強
制
力
」
の
内
に
し
か
な
い
。

そ
の
力
を
太
平
洋
の
片
隅
の
こ
の
国

に
し
つ
か
り
と
根
付
か
せ
る
た
め
に
私

た
ち
は
進
み
ま
す
。
貴
方
と
。
（
た
）

「
日
米
三
軍
統
合
演
習
」対
の
声
を
上
げ
よ
う
！
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トマホークの配備を許すな．！全国運動

●参加会員（月1日会費）
団体 1口 1000円
個人 1口 500円

●雑持会員（月閥会費）
l~)体 1 口 2000円
制人 1口 1000円

●通信会員

年9日2000円

あなたも仲問に！
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(2) 

ー原子炉と核兵器の

死のコンビネーション

℃硯飩ぅ！
"°'" 

表1

核兵器事故の発生数 (1965-77) 

(AfSCの品求により公表された米誨卓n料から］

年 1965 66 67 68 69 70 71 72 73 H 7~ 76 77 
（
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あ

ら

た

め

て

「

日

本

の

非

核

の

実

質

化

へ

力

強

い

一

歩

を

踏

出

そ

う

」

と

訴

え

た

宜

言

か

ら

一

年

。

そ

の

第

三

次

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

以

後

を

論

議

す

る

第

八

回

全

国

会

議

U
京

都

・

部

落

解

放

セ

ン

タ

ー

、

九

月

二

七
？
八
日
、
参
加
は
京
都
・
熊
本
・
佐
世
保
•
福
岡

・

大

阪

・

尼

崎

・

舞

鶴

・

大

津

・

名

古

屋

・

東

京

・

横

須

賀

な

ど

か

ら

三

五

人

）

が

開

か

れ

た

。

八

月

の

戦

艦

ニ

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

な

ど

三

隻

の

核

ト

マ

ホ

ー

ク

搭

載

艦

の

同

時

入

港

の

後

だ

け

に

、

会

場

に

は

佐

世

保

の

佐

々

木

さ

ん

の

持

っ

て

き

た

ニ

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

カ

ベ

新

聞

が

貼

ら

れ

、

注

目

を

集

め

よ

る

。

討

論

も

「

ニ

ュ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

の

入

港

を

許

し

非核の実質化

全ての基地撤去へ

第八回全国会議から・

一

九

六

四

年

、

ア

メ

リ

カ

の

原

子

力

涸

水

船

シ

ー

ド

ラ

ゴ

ン

が

佐

世

保

に

入

港

し

て

以

来

、

原

潜

寄

港

問

題

は

日

米

安

保

条

約

に

も

と

づ

く

軍

括

寄

港

問

題

の

原

点

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

、

チ

ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

原

発

享

故

、

ソ

連

の

ヤ

ン

キ

ー

型

原

潜

事

故

、

ア

メ

リ

カ

の

海

軍

核

兵

器

事

故

の

暴

露

と

い

う

今

年

に

な

っ

て

発

生

し

た

一

連

の

事

件

に

よ

っ

て

、

こ

の

問

題

は

全

く

新

し

い

様

相

を

示

す

こ

と

に

な

っ

た

。

ア

メ

リ

カ

の

新

海

洋

戦

略

の

下

に

西

太

平

洋

の

緊

張

が

高

ま

る

と

と

も

に

、

こ

の

問

題

は

ア

ジ

ア

：

太

平

洋

に

共

重大な事故

やや弔大
な事故

軽微な事故

その他

ー

゜゚゜゚゜゚゜゚ 6゚
 ゚
3
 ゚
2
 ゚

36 31 21 27 36 26 37 41 33 13 15 19 25 
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計 37 31 21 27 36 26 37 41 33 19 24 22 27 

表2

海軍の兵器システムによるポ故発牛数

（通常兵器を含む 出典は表1に同じ）

た

の

は

大

敗

北

」

（

京

都

）

の

問

題

提

起

か

ら

始

ま

っ

た

。

メ

リ

ル

の

入

港

し

た

呉

か

ら

は

「

負

け

は

負

け

た

が

、

そ

こ

か

ら

運

動

を

ど

う

根

付

か

せ

る

か

が

勝

負

」

の

発

言

。

佐

世

保

で

座

り

込

ん

だ

京

都

の

古

田

さ

ん

も

「

非

核

の

実

質

化

を

か

か

げ

て

た

た

か

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

し

て

大

敗

北

だ

か

ら

だ

め

、

で

は

な

い

。

座

り

込

み

を

し

て

い

て

市

民

の

不

安

、

怒

り

を

実

感

し

た

。

そ

の

声

を

ど

う

つ

な

い

で

い

く

か

が

問

わ

れ

て

い

る

」

と

い

う

。

．

ど

う

つ

な

い

で

い

く

の

か

ー

さ

じ

加

減

は

翡

し

い

が

「

す

こ

し

楽

観

的

に

」

考

え

て

み

れ

ば

わ

れ

わ

れ

は

多

く

の

可

能

性

を

手

に

し

て

い

る

と

い

え

る

。

現

状

報

告

と

提

案

に

立

っ

た

梅

林

さ

ん

は

、

第

三

次

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

の

成

果

と

し

て

、

国

会

論

争

で

の

影

響

力

拡

大

、

自

治

体

と

の

新

た

な

関

係

と

攻

防

、

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

と

の

協

力

関

係

、

六

・

ニ

九

コ

モ

ン

デ

イ

ト

に

み

ら

れ

る

草

の

根

へ

の

広

が

り

の

兆

し

、

新

し

い

反

基

地

運

動

の

誕

生

、

国

際

共

同

闘

争

の

前

進

な

ど

を

上

げ

て

い

る

。

た

だ

、

可

能

性

と

同

時

に

課

題

を

か

か

え

て

い

る

の

も

事

実

。

わ

れ

わ

れ

の

当

面

す

る

運

動

方

針

は

①

非

核

の

実

質

化

、

と

り

わ

け

核

艦

船

拒

否

の

実

現

②

反

基

地

運

動

の

活

性

化

で

あ

る

と

提

案

さ

れ

た

。

討

論

の

中

で

①

に

つ

い

て

は

講

演

（

日

米

軍

事

協

力

と

西

太

平

洋

の

核

軍

事

体

制

）

に

か

け

つ

け

て

く

れ

た

海

緊

新

さ

ん

の

助

言

で

「

指

揮

・

通

信

基

地

の

撤

去

を

目

指

す

」

が

追

加

さ

れ

た

。

②

に

つ

い

て

は

、

「

こ

の

秋

の

日

米

三

軍

統

合

実

動

演

習

に

み

ら

れ

る

よ

う

に

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

安

保

が

ど

こ

ま

で

き

て

い

る

か

の

客

観

的

認

識

が

反

核

運

動

に

は

弱

い

」

（

京

都

）

な

ど

の

討

論

か

ら

、

安

保

の

現

段

階

を

し

め

す

軍

事

演

習

ー

軍

事

体

制

の

暴

露

と

そ

れ

へ

の

た

た

か

い

と

い

う

こ

と

か

ら

「

日

米

韓

共

同

軍

事

体

制

に

抵

抗

し

、

そ

れ

を

破

る

た

め

の

活

動

に

取

組

む

」

に

集

約

。

し

か

し

、

討

論

で

は

①

ほ

ど

の

具

体

性

は

な

く

、

新

鮮

さ

が

な

い

と

の

意

見

も

出

さ

れ

た

。

こ

の

点

は

「

い

ま

な

ぜ

反

安

保

な

の

か

を

、

自

分

の

言

葉

で

多

く

の

入

々

が

語

り

だ

す

共

通

の

体

験

を

い

ま

く

ぐ

ろ

う

と

し

て

い

る

」

（

梅

林

）

と

い

う

こ

と

で

は

な

い

か

。

―

二

日

間

の

討

論

は

、

す

こ

し

整

理

さ

れ

な

い

点

も

あ

り

今

後

に

反

省

点

を

残

し

な

が

ら

も

、

結

論

と

し

て

、

｀

先

に

あ

げ

た

二

点

を

当

面

の

運

動

方

針

と

し

な

が

ら

、

第

三

次

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

以

後

も

運

動

を

轄

続

す

る

こ

と

を

確

認

。

運

動

の

名

称

と

組

織

体

制

も

現

状

を

継

承

す

る

こ

と

も

確

認

。

さ

ら

に

、

具

体

的

活

動

方

針

を

次

の

よ

う

に

確

認

し

た

。

①

秋

の

日

米

三

軍

統

合

演

習

反

対

行

動

や

基

地

監

視

に

取

組

む

②

チ

ー

ム

ス

ピ

リ

ッ

ト

87反対
行

動

を

準

備

す

る

③

来

年

五

月

末

の

「

海

の

軍

備

撤

廃

の

た

め

の

国

際

共

同

行

動

に

取

組

む

④

非

核

自

治

体

へ

の

働

き

か

け

を

強

め

る

⑤

日

本

の

基

地

を

ア

ジ

ア

太

平

洋

民

衆

の

置

か

れ

て

い

る

新

し

い

状

況

か

ら

取

ら

え

か

え

す

作

業

。

、

（

文

責

今

井

明

）

通

の

脅

威

を

生

出

し

つ

つ

あ

る

e

●

「

東

京

に

原

発

を

」

と

い

う

逆

説

的

コ

ビ

ー

が

あ

る

が

、

じ

つ

は

二

日

に

一

日

は

東

京

湾

に

原

発

が

あ

る

。

横

須

賀

に

入

港

す

る

原

子

力

潜

水

笹

の

原

子

炉

が

そ

れ

で

あ

る

。

原

潜

の

原

子

炉

の

熱

出

力

に

つ

い

て

は

正

確

な

デ

ー

タ

が

入

手

で

き

な

い

e
し

か

し

、

ほ

ほ

十

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

れ

は

通

常

の

日

本

の

発

霞

炉

の

10分の

1、
チ

ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

原

発

の

30分の

1
で

あ

る

。

横

須

賀

に

寄

港

中

も

炉

は

運

転

を

継

続

し

て

い

る

こ

と

が

多

い

と

考

え

ら

年 空中発射型 水上発射型 水巾充射翌 .i 

1965 17 11 6 34 

66 15. 7 2 24 

67 4 12 5 21 

68 10 11 5 26 

69 13 12 7 32 

70 7 12 7 26 

71 16 1 4 8 38 

72 17 16 ， 42 
73 1 4 16 2 32 

74 7 6 2 1~ 

75 8 ， 1 18 

76 12 5 4 21 

77 6 ， 2 17 

計 146 140 60 346 

¢
 “
 

（
注
）
文
中
に
引
用
し
た
の
は

85
年
ま
で
の
数
字
で
あ
る
。



•
克
へ
て
ほ
ず
食
ー
ズ
‘
后
｀
f
砲

E

皮
肉
な
こ
と
に
米
ソ
首
脳
会
談
の
ニ
ュ
ー
ス
に
か

き
消
さ
れ
た
格
好
に
な
っ
た
が
、
米
ソ
対
決
の
最
前

線
、
北
海
道
に
日
米
三
軍
統
合
実
動
演
習
（
米
軍
呼

称
「
キ
ー
ン
・
エ
ッ
ジ
（
鋭
利
な
刃
）
」
8
7
）
に
参

加
す
る
米
陸
軍
部
隊
が
到
着
し
た
。
こ
の
1
0
月
2
7
日

か
ら
行
わ
れ
る
演
習
は
、
三
軍
を
同
時
に
動
か
す
初

め
て
の
訓
練
で
あ
り
、
内
容
的
に
自
衛
隊
の
演
習
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
在
韓
米
空
軍
も
初
め
て
参
加
し
、
日
米
韓
統
合

演
習
へ
の
道
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
米
共

同
訓
練
は
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
、
今
ま
で
の
一

予
行
演
習
」
段
階
か
ら
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
米

韓
合
同
演
習
）
」
型
の
実
戦
演
習
へ
と
「
脱
反
」
し

全
く
新
た
な
段
階
に
入
る
n

一
般
に
は
意
外
に
受
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
日
米
共
同
演
習
は
全
く
8
0
年
代
的
な
出
釆

施
す
る
こ
と
l

.
9
 

9.5,.,
t
:
 
竃
,̂ 

青
木
雅
彦
〈
ト
マ
ホ
ー

(
f
念
3

1

ジ
ヘ
）

何
に
む
け
た

泣
｀
｀
塁
キ
ー
ン
・
エ
ッ
ジ

「
鋭
利
な
刃
」

か
？

／
 

（
｀
｀
 

ク
を
搭
載
し
た
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
を
の
ぞ

い
て
す
べ
て
攻
撃
型
原
子
互
湮
水
墜
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
1
4
が
ト
マ
ホ
ー
ク
藍

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
と
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン

級
。
こ
れ
は
日
本
列
島
の
核
攻
撃
某
迎

化
を
物
語
る
と
同
時
に
安
全
性
審
査
の

全
く
及
ば
な
い
稼
働
中
の
原
そ
炉
が
の

ベ
百
五
十
日
間
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
竜
涯
せ
る
の
で
あ
る
。
（
胃
＃
箕

北
履
宜
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
）

横須賀

艦番号 艦名 ，滞在期閤と日数 型

1 SSN698 プレマートン 1/ 5~ 1/13 9 ロス
2 594 パーミット 1/14~1/24 11 スレ
3 697 インディアナポリス 1/23~2/ 3 12 ロス
4 595 プランジャー 2/17~2/25 9 スレ
5 647 ポギー 3/ 4~3/ 6 3 入夕
6 594 パーミット 3/ 5~3/ 7 3 スレ
7 595 プランジャー 3/12~3/17 6 スレ
8 698 プレマートン 3/16~3/17 2 口入， 613 フラッシャー 3/29~4/ 9 11 スタ
10 697 インディアナポリス 4/26~5/ 2 7 0入
11 682 I 夕-=-- 5/15~5/17 3 スタ
12 698 プレマートン 5/16~5/17 2 ロス
13 595 プランジャー 5/24~5/26 3 スレ
14 603 ポラック 6/29~7/ 4 6 スレ
15 701 ラホヤ 7/25~7/29 5 Dス
16 701 ラホヤ 7/30 1 ロス
17 701 ラホヤ 8/14 1 ロス
18 609 サム・ヒコーストン 8/20~8/25 6 イー
19 CGN 9 [Jングピーチ ll/24~9/ 2 10 
20 SSN682 夕.:::.— 9/29~9/30 2 スタ
’21 ̀-- 60-3 ボラ-ッ-ク- - -- -10-/ -1~•—1-0/ -4 - 4 Lス-レ-

●のべ入悲数 21(116) ｀ 
（内訳） 原潜 20(106) 

ロス級 8 (3 9) 
スタ級 3 (8} 
入レ級 8 { 5 3) 
イー級 1 (6) 

水上鱈 1 (1 0) （ ）内（お恥洪ダ

危麟

SSN：攻竺型原潜 CGN：原子カミサイル巡洋艦

ロス：ロサンゼルス級 スタ：スタージョン級

スレ：スレッシャー級 イー：イーサン・アレン級

艦番号 艦名 滞在期闘と日数型

1 SSN698 -.Iレマートン 3/ 1~3/ 4 4 ロス
2 595 プこクンジャー 3/ 6~3/ 9 4 スレ
3 682 タニー 7/10~7/14 5 スタ
・4 . 603 ポラック 8/27~9/ 8 13 スレ
5 603 ポラック 9/18~9/19 2 スレ
6 711 リンフランシスコ 10/ 4~10/ 8 5 ロス

ホワイト・ビーチ（沖縄）

| 1| sSN682 |タニー

（
十
月
一
五
日
現
在
）

今
年
に
入
っ
て
か
ら
日
本
に
寄
港
し

た
，
箔
鋸
屈
は
の
ベ
2
8
隻
。
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ジ
ー
の
随
仕
胆
で
ト
マ
ホ
ー

28隻
の
原
子
h
砿
欝

が
寄
港

な
い
C

れ
る
。
寄
港
期
間
が
一
日
程
度
の
場
合
は
炉
を
切
ら

な
い
だ
ろ
う
。
横
須
賀
市
民
の
枕
も
と
で
こ
の
原
子

炉
が
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
C

●
す
ぺ
て
の
軍
括
毒
故
は
核
兵
器
の
事
故
に
つ
な
が

る
。
核
兵
器
事
故
の
可
能
性
が
現
実
性
を
お
び
て
来

た
い
ま
、
非
核
コ
ー
ド
（
核
の
有
無
の
判
断
基
準
）

な
し
に
は
、
住
民
の
安
全
に
対
す
る
基
準
す
ら
立
た

I 8/19 1巨三l

A
F
S
C
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
レ
ン
ド
・
サ
ー
ビ

ス
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
）
が
五
年
に
わ
た
る
情
報
公
開

法
に
も
と
づ
く
裁
判
て
入
手
し
た
資
料
に
よ
れ
は
、

海
軍
の
核
兵
器
に
関
連
す
る
享
故
は
六
三

0
件
に
の

ほ
っ
た
。
一
年
に
三

0
件
の
割
合
い
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
二
件
は
深
刻
な
事
故
、
他
は
軽
微
な
事
故
と
さ

れ
て
い
る
が
、
軽
微
な
も
の
の
例
と
し
て
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
模
擬
爆
弾
を
空
母
の
船
載

事
な
の
で
あ
る
。
6
0
年
に
結
ば
れ
た
日
米
安
保
条
約

は
「
有
事
」
の
際
日
米
両
軍
が
ど
う
連
携
す
る
か
に

つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
両
軍
の
合
同
演

習
も
7
8
年
ま
で
、
海
で
の
小
規
模
な
も
の
を
除
い
て

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
1
8
年
1
1

月
に
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ

ィ
ン
ご
（
以
下
「
指
針
」
と
略
）
な
る
一
片
の
文

書
が
閣
議
了
承
さ
れ
て
以
来
、
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
陸
•
海
・
空
で
の
日
米
共
同
演
習
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
指
針
」
は
安
全
保

障
協
議
委
員
会
の
下
部
機
構
の
報
告
書
と
い
う
形
を

と
っ
て
お
り
、
国
会
で
の
討
論
す
ら
経
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
文
書
は
そ
の
中
で
①
具
体
的
な
戦
争
計

画
で
あ
る
日
米
共
同
作
戦
計
画
（
「
日
米
共
同
作
戦

」
、
「
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
研
究
」
、
「
極
東
有
事
研

究
」
の
三
つ
）
の
策
足
②
そ
れ
を
実
行
に
移
す
た

め
の
「
必
要
な
共
同
演
習
及
び
共
同
訓
練
を
適
時
実

③
戦
時
の
際
の
補
給
、
輸
送
な
ど

機
か
ら
甲
板
に
落
下
さ
せ
た
よ
う
な
事
故
で
、
こ
れ

も
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

●
事
故
が
お
き
て
か
ら
の
防
災
対
策
は
立
て
よ
う
が

な
い
。
原
港
の
寄
港
を
拒
否
し
、
非
核
コ
ー
ド
に
も

と
づ
い
て
核
疑
惑
船
船
の
寄
港
そ
の
も
の
を
拒
否
す

る
以
外
に
、
核
か
ら
私
た
ち
自
身
を
守
術
が
な
い
こ

と
が
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る

．．．
 

.
‘
ッ
ク
86j
-

．．．．．．．．．．．． 
し

m賓
習
r
リ
ム
‘

（
梅
林
宏
道
）

の
「
後
方
支
援
活
動
」
を
要
求
し
て
お
り
、
紛
れ
も
＾

な
く
安
保
条
約
の
実
質
改
訂
を
意
味
し
て
い
た
。

①
の
戦
争
計
画
に
つ
い
て
は
前
の
二
つ
に
つ
い
て

ほ
ほ
完
成
、
②
の
共
同
演
習
は
今
回
の
三
軍
統
合
実

動
演
習
が
究
極
の
形
態
で
あ
る
。
③
の
実
施
に
は
い

わ
ゆ
る
「
有
事
法
制
」
の
制
定
が
必
要
だ
が
、
す
で

に
関
係
法
令
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
有
亭
法
制
研
究
の

第
二
分
類
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
(

8

4

年
1
0
月
防

衛
庁
報
告
）
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
「
指
針
」

に
よ
る
戦
争
体
制
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
さ
し
た

る
抵
抗
に
も
合
わ
ず
に
一
応
の
「
完
成
」
ー
米
軍
に

と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
「
改
善
」
の
余
地
が
あ
る
が
ー

を
見
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。



¢
 

(
-

2
詈
含
ー
＇
籾
知
論
」
と

米
稔
"
g
略
g
．
冷

n

す
べ
て
致
争
計
画
に
は
シ
ナ
リ
オ
が
必
要
で
あ
り

、
そ
の
前
提
に
は
一
国
の
軍
享
戦
略
が
存
在
す
る
。

そ
し
て
日
米
共
周
作
戦
を
規
定
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ

の
現
在
の
軍
事
戦
略
（
ソ
連
を
相
手
に
す
る
場
合
は

当
然
「
核
戦
略
」
に
な
る
〉
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

今
年
の

6
月
米
国
務
省
の
ソ
ロ
モ
ン
政
策
企
画
局

長
が
、
欧
州
で
戦
争
が
起
こ
れ
ば
極
東
で
ソ
連
に
対

し
て
意
図
的
に
戦
端
を
開
く
、
い
わ
ゆ
る
「
極
東
第

ニ
戦
線
論
」
を
ぶ
ち
あ
げ
た
が
、
こ
れ
は
す
で
に
8
3

年
度
米
国
防
報
告
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
ソ
連
の
弱
点

へ
と
戦
争
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
「
水
平
エ
ス
カ

レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
米
軍
が
軍

事
的
に
い
か
に
こ
の
地
域
を
重
視
し
て
い
る
か
を
示

し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
「
指
針
」
の
制
定
は
、
ソ
連
が
デ
ル
タ

級
弾
道
ミ
サ
イ
ル
原
潜
（
米
本
土
を
狙
う
）
を
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
に
展
開
し
た
の
と
時
を
お
な
じ
く
し
て
お

り
、
「
指
針
」
は
自
衛
該
が
米
核
戦
略
の
一
翼
を
担

う
こ
と
を
暗
黙
に
要
求
し
て
い
る
。
米
空
母
や

F
ー

1
6
な
ど
の
核
戦
力
を
自
衛
隊
が
護
衛
す
る
訓
練
は
す

で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
核
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
を
ソ
連

原
潜
か
ら
守
る
こ
と
も
や
が
て
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

米
軍
の
戦
略
は
本
質
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
日
米
共
同
演
習
も
米
核
戦
略
の
世
界
地
＇

図
の
中
に
置
い
て
初
め
て
そ
の
意
味
が
解
か
る
も
q
`
―

で
あ
る
。
私
た
ち
が
演
習
を
批
判
す
る
視
点
も
こ
れ
↓

ま
で
の
一
国
的
な
観
点
で
な
く
、
国
際
的
な
文
派
で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

＇

●
政
芸
的
C
o
l

佑
F
し
て

C

臼
米
烹
固
訓
漣

「
極
東
第
二
戦
舘
論
l

は
、
欧
州
で
戦
争
が
起
こ

ら
な
け
れ
ば
極
東
は
安
全
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る

・
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
欧
州
と
違
い
い

か
な
る
軍
縮
の
テ
ー
プ
ル
も
存
在
し
な
い
こ
の
地
域

は
、
日
米
韓
、
ソ
連
の
無
制
限
な
軍
拡
競
争
の
堀
と
i

な
っ
て
お
り
、
米
ソ
首
脳
会
談
決
裂
後
、
核
対
決
の

最
前
線
と
し
て
増
す
ま
す
危
険
な
地
（
海
〉
域
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
米
軍
と
し
て
は
今
回
の
演
習
を
テ
コ
―

に
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
出
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
新
た
な
基
地
の
提
供
（
三
宅
島
の
よ
う
に
）
や
＿

、

N
A
T
Oや
證
国
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
演
習
一

場
以
外
の
土
地
を
も
強
襲
上
陸
演
習
な
ど
で
使
用
さ
―

せ
る
こ
と
も
要
求
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
無
論
こ
れ
は

日
本
国
民
に
た
い
す
る
挑
戦
で
あ
る
が
、
実
は
日
米
一

共
同
演
習
自
体
が
反
戦
世
論
に
対
す
る
示
威
行
為
な
―

の
だ
。
＿
二
軍
統
合
演
習
の
後
、
1
1
月
下
旬
か
ら
陸
自
一

と
海
兵
隊
の
演
習
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
北
海
一

道
・
東
北
に
限
定
さ
れ
て
い
た
演
習
堀
を
一
転
さ
せ

て
滋
買
県
の
あ
い
ば
野
に
移
し
た
の
は
、
既
成
事
実

竺
全
国
巡
業
」
の
始
ま
り
と
し
て
非
常
に
政
治
的
一

叩

な

策

勁

と

い

え

る

。

翠

｀

～

！

ジ

ヘ

]
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●共同演習日数の年次変化（海）注1) ●共同演習
100機

'85$::度

＇糾年度

'83年度

'82年度

'81年度

'80年度

'79年度

’7眸度

10己 20日 30巳 40日 50日

0共同演習日数の年次変化（空、陸）注1)

50隻

●共同演習
1000人 2000人

'85年度

8年度

'83年度

'82年度

'81年度

．筵度

79年度

7四

10日 20日 30日 40巳 50日

60巳 708 

60日 70日 四

参加兵力の年次変化（活）注21
200機 300摂
↓ 

(100隻（

参加兵力の年次変化（空、陸）;.J;.2)
3000人 4000人 5000人

1000痘

：応言兌湛冷•冷靭雑t.J 86.1
竺機

-」
I 

一●-.. 
了

15諷

6000人

1500懐

7000人

の畑こ指揮所む：綴

•今
人~)

令`v
パ5
Aヤ

78.11.27 「日米防衛協力指
針」決まる。空で初の日
米共周訓練（三沢、～12
. 1) 

80. 2. 26 空自「リムバック
」に初参加。 (~3. 18) 

81.10.1 陸で初の日米共同
訓練（通信訓練 東冨士、
~10.3) 

82. 2. 15 陸で初の日米指揮
所訓練（「ヤマサクラ」
涌ヶ原、～2.19) 

. 11. 10 陸で初の日米実動
禎習（滝ヶ原、東戯士、～
11. 19 

83.12.12 空で初の日米指揮
所訓練（府中、～12.15) 

84. 6. 11 海で初の日米指揮
所訓練（横須賀、～6.15) 

11. 21 「日米共同作煎計
画」まとまり、首相報告）

86. 2.24 初の日米絣合指揮
所演習（～2.28)

10.27 
逍

初の日米三軍統合

11 「シーレーン防衛
紐究」まとまる ， 
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US Warships ~om~A喝象
Cruise Off Soviet c・oast 
w絡 HINGTON¥AP) -Four 
U.S. Navy warships led by the 
函tleshipNew Jersey comple~: 
叫 a"show-the-flag" mission off 
出eSoviet coast on Monday that 
知皿迅adeep incursion into the 
Sea of Okhotsk north oi Japan, 
誼ic:alssaid. 
The deployment of the New 
Jersey, two cruisers and a des-
hoyer into the areabegan on 
Sept. 26 and ended Monday wit!1 
珈eiour ships steaming through 
出eKuril Island chain畑ckinto 
出ePacific,出ePent ag o~ ac-
knowledg弧．..
Officials of the admininstra-
社onoi六ide叫RonaldP.eagan. 
who requested anonymity sai~ 
:Monday・ L'ie deplo四1ent_wasnot 
announced ind advance because 
¥. the United Sta比swas unsure 
bow the函vietswould reacl Any 
adv;,nce publicity could have 
涵 ncorぶderedprovocative by 
出eSoviets, the sources said. 
Although the ships remained in 
international waters, the Soviets 
consider出e函aof Okhotsk, bor・
dered on出r邸 sidesby Soviet 
territory, as"出eirplay pond," 
said one source. 
As it皿nedout, the Soviet 
response to the ships'presence 
consisted only of occasional 
傘itsby reconnaissance planes ; 
and the shadowing of the U.S. 
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晨厨闘塁言瓢出ピ配譴韮点差塁翌量四し
名畠召尋眉喜： 繋：霊呈函息昼喜悶
←てのきのの に威入卜mの、、一
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ニュージャージーのその後

のシナリオ

日
米
統
合
演
習
の
シ
ナ
リ
オ

E
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、
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＇
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ー
、
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 記

）

「

水

平

エ

ス

カ

レ

ー

シ

ョ

ン

’

ー

は

ア

メ

リ

カ

の

た

め

に

同

盟

国

を

最

も

危

険

な

戦

争

に

巻

込

む

も

の

で

あ

り

、

も

し

日

本

国

民

が

共

同

演

習

の

何

た

る

か

を

知

り

、

こ

れ

ま

で

の

沈

黙

に

代

わ

っ

て

異

議

を

唱

え

だ

せ

ば

、

戦

略

全

体

が

崩

壊

す

る

恐

れ

が

あ

る

か

ら

だ

。

そ

の

意

味

で

今

回

の

演

習

は

極

東

ソ

連

軍

に

対

す

る

「

キ

ー

ン

・

エ

ッ

ジ

」

で

あ

る

と

共

に

、

米

軍

自

身

に

対

す

る

「

鋭

利

な

刃

」

で

も

あ

る

。

こ

の

で

も

あ

る

。

今

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

や

南

太

平

洋

で

、

ア

メ

リ

カ

の

戦

略

は

同

盟

国

の

政

府

の

支

持

す

ら

急

速

に

失

い

つ

つ

あ

る

n

独

り

わ

が

中

曾

根

内

閣

の

み

が

無

限

定

な

協

力

を

惜

し

ま

な

い

と

い

う

恥

べ

き

政

策

を

実

行

し

て

い

る

C

共

同

演

習

は

私

た

ち

に

向

け

ら

れ

た

「

刃

」

「

刃

」

が

結

局

誰

を

傷

付

け

る

こ

と

に

な

る

の

か

。

す

べ

て

は

私

た

ち

の

選

択

と

行

動

に

か

か

っ

て

い

る

と

言

え

る

だ

ろ

う

。

（
一
九
八
六
•
1

0
 •
―
四

．
＇
：
！
・
・
‘
で
~
~

軍
の
F
1
6
、
裏
米
空
軍
の
A
m対
千
歳
、
苫
小
牧
、
、
室
蘭
な
と
の
都
市

池
攻
撃
男
と
が
敵
部
隊
の
讐
車
な
制
庄
の
戦
術
に
は
有
利
で
、
そ
の
窓

と
を
攻
撃
し
て
臨
自
と
米
璽
の
反
味
で
は
合
廻
住
が
あ
る
、
と
分
折
し

撃
を
支
表
す
る
。
一
方
、
海
自
は
北
て
い
る
。
．

迎
撃
」
ー
[
[
叫
叫
聞
叫
聞

醤
米
空
軍
も
参
加
す
る
初
の
日
形
を
研
究
し
た
う
え
で
、
漬
習
の
忠
敵
部
凌
筈
塁
琵
ヘ
リ
コ
プ
タ
翠
苓
対
惹
作
戦
。
航
詈
醤
―
ー
に
な
っ
て
い
る
。
空
概
暦
概
、
艦
艇
計
二
十
隻
近
く

喜

統

合

実

動

器
l

ギ
ニ
喜
日
定
を
し
て
い
る
だ
け
に
、
内
外
に
影
ー
な
迄
）
に
よ
る
空
箆
誓
農
と
は
、
千
歳
、
三
沢
、
冒
璽
か
ら

4

し
か
し
、
実
際
に
睦
上
g
盆
為
尋
歪
色
の
督
の
翫
要
を

|
1
か

ら

共

海

道

で

姶

ま

る

が

、

馨

に

置

与

え

そ

う

だ

。

に

よ

の

着

、

上

睦

国

の

F15、
F
4
EJ
戦
闘
讐
や
F
1
習
を
す
る
の
は
北
海
道
大
詈
習
埠
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
シ
ナ
I
J

習
さ
れ
て
い
る
漬
習
の
シ
ナ
リ
オ
の
中
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
と
、
ま
ず
匿
こ
れ
に
対
坑
し
て
睦
上
声
衛
隊
北
攻
撃
筏
な
と
を
勁
員
、
ハ
ワ
イ
の
米
（
罷
墨
）
で
、
海
上
、
航
空
オ
に
つ
い
て
ほ
言
及
を
迦
け
た
。

寅
で
、
敵
部
隊
は
右
狩
地
方
醤
、
上
軍
の
砥
塁
、
醤
唇
北
海
道
4

こ
一
部
方
面
隊
の
第
十
一
師
団
第
十
八
普
喚
軍
第
二
十
五
鸞
師
団
の
第
二
歩
「
1
1
_

i_
_
 1
 

臨
し
、
日
米
が
共
同
し
て
右
狩
平
野
要
都
市
や
臨
、
海
、
空
自
衛
隊
の
基
号
晨
（
札
墾
市
）
な
ど
が
、
対
兵
璧
差
の
来
翠
を
待
つ
。
＿
＿
作
整
に
つ
い
て
は
本
州
の
東
、
南
方

令
で
迎
え
撃
つ
な
房
想
定
で
あ
る
こ
地
を
攻
撃
す
る
。
同
時
に
、
潜
水
箪
、
上
肩
警
実
尋
る
。
海
上
米
塁
の
到
警
と
同
時
に
臨
声
海
空
域
と
な
っ
て
い
る
。
演
習
内
容

統
奈
、
土
ハ
日
ま
で
に
わ
か
っ
た
。
艦
、
航
空
蕊
に
よ
り
日
本
周
辺
の
海
声
衛
隊
か
ら
参
加
の
且
衛
艦
隊
第
二
は
、
右
狩
平
野
で
敵
坦
＇
上
部
隊
を
迎
に
つ
い
て
も
、
時
間
的
制
約
な
と
で

シ
ナ
リ
オ
通
り
に
は
な
っ
て
い
な

，
＇
i
い
。
軍
事
専
門
家
ら
は
「
敵
」
が
石

rー
巳
米
双
方
が
一
有
亭
一
に
よ
り
近
い
上
交
喜
叢
断
。
そ
の
う
え
で
、
護
衛
隊
群
（
筈
保
）
な
栄
の
巨
艇
え
撃
つ
。
詈
の

F
1、
在
日
米
空

狩
地
方
に
葦
、
上
睦
す
る
と
い
う
想

塁
、
釜
i
く
に
あ
る
札
嶼
、
小
棚
、

石
狩
平
野
で

ーそ想ーIll
代う以ミ横

替 9上ツ須
ーそにド質
でう長ウか

もな引エら

あるき 1の
ると‘ー情
ニ空年の報
ユ母内改に
l機一修よ
ジ動杯工れ
ヤ部か事ば

1骸かは空
ジのり予母

だり 1も水
°‘ジ当上
と 1分打
考の続埜

え再く団

た入° ^ 

ほ港だS
うのかA
が可ら G
よ能‘ー

い性二の

゜多ユ前

要い 1進
注にジ展

意あヤ開

る

。

か

の

ソ

ロ

モ

ン

局

長

も

認

め

て

い

る

よ

う

に

、

る

一

歩

ば

ま

た

彼

等

に

と

っ

て

も

危

険

な

一

歩

で

あ

し

か

し

一

キ

ー

ン

・

エ

ッ

ジ

」

か

ら

始

ま

る

次

な

lS

●

r
9」
を
誼
に
命
ぼ
6

C
か

）
＿
祠
ペ
ー
惑
‘
う
）

奮

＇ ‘
、

-l 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

韓
国
の
仁
川
に
入
港疇

日

米

三

軍

統

合

実

動

演

習

中

止

を

訴

え

る

緊

急

ア

ピ

ー

ル

(986.~. 28加わ即譴昧聘鯰．賓戯
ヽ
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のてる歴る、；；ぁ軍完マをす東--,このくるいを
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共ち な剣ソそ緊軌クのの核第意と合回三に
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演今 宕取のはを一 F にう争戦す様演演が日
習回 をる人単高に 1 同にを線るな習習ー米
もの 犯も達にめす 16時‘示論°ものは体の
中演 すのの憲‘るな入去唆一 の総ーと陸
止習 こは生法核もど港るすな に仕九な・
すを と剣存を戦ののさ八るど な上七つ海
る中 をにす蹂争で中せ月言今 るげ八た・
ベ止 黙よる躙妃あ距た二明年 とで年実空
きせ 認つ権すつる離゜四がに いあの動合
でよ すて利るな°核→日相な うり→演同
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るそ こぶらける 器針米いて 極日米は共
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●
核
兵
器
に
よ
る
大
規
模
な
事
故
は
す
で
に
何
回
も

起
こ
っ
て
い
る
C

も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
B
5
2
爆
繋
機
の
二
度
に
わ
た
る
墜
落
事
故
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
局
地
的
に
深
刻
な
プ
ル
ト
―
ー
ウ
ム
汚

染
を
引
起
こ
し
た
。

●
米
海
軍
は
核
兵
器
事
故
を
海
洋
核
せ
ん
そ
う
と
同

じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
容
易
に
隔
離
で

き
る
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ
る
、
と
。

●
米
海
軍
の
あ
る
手
引
書
に
よ
れ
ば
、
海
上
で
の
核

兵
器
の
取
扱
い
は
「
艦
上
で
の
諸
操
作
の
う
ち
で
最

も
危
険
を
伴
う
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
海
軍
に
よ

れ
ば
、
核
の
取
扱
い
は
一
通
常
弾
薬
の
運
搬
に
伴
う

空
か
ら
写
真
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
敵
対
分
子
や
反
体
制
分
子
が

無
線
を
傍
受
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
音
声

通
信
の
周
波
数
を
変
化
さ
せ
て
傍
受
出
来
な
い
よ
う

に
す
る
装
置
を
使
用
す
る
よ
う
手
引
書
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。

●
事
故
に
際
し
て
も
核
の
存
在
を
否
定
も
肯
定
も
し

，
な
い
米
国
の
政
策
は
不
変
で
あ
る
。
実
際
当
局
は
故

＿
意
に
ウ
ソ
の
悟
報
を
流
し
て
破
損
し
た
核
兵
器
を
積

核兵翠専故
NUCLEAR ACCIDENTS 

（沙忠）

/W・ベロー

海外論悶ダイジェスト

L・ザースキー／P・ヘイズ

著

CURRENT AFFAIR BULEE「IN 86. 6 

2反トマホーク第3次キャンペーン会計報告：

＊収入 ＊支出

会費 8 8 6,50 0 事務所家賃

宣言カンパ 5 9 0,30 0 電話代

カンパ 298,247 電気代

，，ミッジ・資科等売上 ガス代

5 3,5 4 0 文具類

水道料金

郵送代

印刷費

集会賛同費

会場費

雑費

合計 f1828,58 7. 

675,000 

213,731 

13,089. 

9,6 5 3 

1 7 1,7 0 0 

6,4 0 0 

571,175 

308,000 

12,000 

56,000 

50,630 

合計 半 2,08 7,37 8 

(85年10月1日～-86年9月24日）

（
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あ
ら
ゆ
る
危
険
に
く
わ
え
て
、
事
故
に
よ
る
漏
出
や

汚
染
と
い
う
重
大
な
結
末
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
」

た
と
え
事
故
の
確
率
は
低
く
て
も
、
そ
の
結
末
は
人

口
の
密
集
し
た
港
湾
都
市
に
と
っ
て
は
甚
大
な
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
。

●

N
u
W
A
Xと
い
う
コ
ー
ド
・
ネ
ー
ム
の
核
兵
器

事
故
を
想
定
し
た
訓
練
が
国
防
省
核
兵
器
局
の
核
兵

器
専
故
対
策
手
引
書
に
最
近
導
入
さ
れ
た
。
こ
こ
に

は
、
軍
の
事
故
に
た
い
す
る
考
え
方
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
。
手
引
書
に
よ
れ
ば
「
事
故
現
場
お
よ
び
風
下

数
マ
イ
ル
の
地
域
で
放
射
能
汚
染
が
起
こ
る
可
能
性

は
極
め
て
現
実
的
で
あ
る
」

載
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
関
心
を
そ
ら
そ
う
と
す

る
だ
ろ
う
0
8
3
年
の

N
u
W
A
X訓
練
で
は
こ
れ
が

行
わ
れ
た
と
批
判
さ
れ
た
。

●
米
は
現
湯
を
持
続
的
に
管
理
す
る
た
め
に
、
極
め
―

て
厳
し
い
構
え
を
と
っ
て
い
る
。
8
1
年
の

N
u
W
A

x訓
練
で
は
兵
隊
の
一
部
が
デ
モ
隊
に
扮
し
て
保
安

の
た
め
の
阻
止
粽
を
突
破
し
た
。
報
告
書
に
よ
れ
ば

「
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
デ
モ
隊
の
一
人
が

ー
射
殺
さ
れ
た
」

ノルウェーで発行されているNAN（北大
西洋ネットワーク）のニュー入・レター「ポ
ート・ウォッチ(pりRTWATCH)」No.5 (86. 
8~9月号）に掲載された同名の論文の抄録
からさらに毀点を紹介する。著者はいずれも
米のノーチラス太平洋研究所の主任研究員で
める。やや断片的になるが国外での核兵器事
故にさいしても現地の人々の安全は二の次に
、軍事機密を徹底して守りぬこうとする米国
の姿勢の躾露と告発はそのまま私たちの置か
れた核状況の一側面をくつきりと浮び上がら
せている。 （訊 田巻一彦）

、,̀ 、`

＊シ9ク．I 
ゞ←維持団体・個人会費

参茄団体・個人会費

通信会員会費

348,00 0 
68,000 

10,000 

合計 ¥426,000 
全

●

N
u
W
A
X訓
練
で
は
よ
り
現
実
性
を
高
め
る
た

め
に
核
兵
器
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
擬
し
て
放
射
性
の

ラ
ジ
ウ
ム
ニ
ニ
三
を
一
．
帯
に
ば
ら
ま
い
て
い
る
。

●
事
故
に
よ
る
汚
染
は
米
田
内
で
の
実
験
条
件
の
下

で
さ
え
あ
ま
り
に
困
巽
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

こ
れ
が
海
外
で
の
事
故
と
な
る
と
な
お
さ
ら
だ
。
米

国
の
こ
れ
に
対
す
る
プ
ラ
ン
は
た
だ
ち
に
使
用
可
能

な
通
信
衛
星
を
捜
し
だ
し
、
無
線
通
信
装
置
を
現
湯

に
運
び
こ
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
拠
点
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
海
軍
通
信
基
地
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
に
は
不
盛
の
事
故
に
そ
な
え
て
可
搬
式
の

通
信
装
置
が
待
機
し
て
い
る
。

●
米
軍
は
核
兵
器
に
関
す
る
機
密
を
守
り
ぬ
こ
う
と

い
う
方
針
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
破
損
し
た
核
兵

器
に
近
付
く
こ
と
が
出
来
る
の
は
「
機
密
核
兵
器
設

計
情
報
」
を
明
か
さ
れ
て
い
る
米
軍
人
だ
け
で
あ
る

•
国
内
で
の
事
故
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
制
約
は

海
外
の
毒
故
で
は
よ
り
厳
密
に
適
用
さ
れ
る
と
考
え

る
の
が
論
理
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
過
去
に
も
実
例
が

あ
る
。

●
事
故
発
生
現
湯
を
米
軍
人
以
外
立
入
り
禁
止
に
す

る
と
い
う
要
求
は
、
現
地
国
に
と
っ
て
は
一
定
期
閻

そ
の
場
所
に
お
け
る
主
権
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

●
外
形
や
外
観
か
ら
も
核
兵
器
の
機
密
は
知
る
こ
と

↑
が
で
き
る
。
現
湯
を
近
付
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
も
上

一、

ヽ



(.i'2.) 

名
文
嘩
気
付
）
一

囮
ほ
中
曾
根
首
相
も
参
加
す
る
朝
霞
観
閲
式
に
抗

議
し
て
「
1
0
.
2
6
つ
ぶ
せ
自
衛
骸
朝
霞
観
閲
式
集
会

・
デ
モ
」
朝
霞
駅
前
に
朝
九
時
よ
り
集
会
、
九
時
半

デ
モ
出
発
。
浦
和
市
民
連
合
、
戦
争
へ
の
道
を
許
さ

な
い
女
た
ち
の
会
・
埼
玉
、
埼
玉
反
戦
青
年
委
員
会

の
呼
び
か
け
。

五
ー
ニ
五
五
ー
―
二
六

ヽ
＼
！
ン

よ
こ
二
（
~
ル
一

7
1ダ
~
廿
ー
』

JII 

回
図
反
原
発
週
間
の
連
続
行
動
。
1
0
月
2
5
日
一
昔

、
原
発
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
日
を
つ
く
る

東
京
集
会
」
高
木
仁
三
郎
、
近
藤
和
子
の
両
氏
に

f
 

田

中

三

彦

氏

（

原

子

力

技

術

者

〉

を

加

え

た

講

師

陣

こ

で

北

海

道

・

下

北

か

ら

も

ア

ピ

ー

ル

が

届

け

ら

れ

る

ヒ

。

東

京

勁

労

福

祉

会

館

で

六

時

開

会

。

カ

ン

パ

五

百

監

円
。
主
催
は
実
行
委
。
1
0
月
2
6
日
、
チ
ェ
ル
ノ
プ
ィ
―

リ
事
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
ヶ
月
目
の
反
原
子
力
の
日

流

に
一
1
0
.
2
6
原
発
を
止
め
よ
う
1
・
大
行
勁
」
十
二

コ
ー
ノ
ー
フ
ィ
ハ
ル
8
6
」

1

時
よ
り
日
比
谷
小
音
楽
堂
に
て
「

S
T
op
原
発
F

県
と
市
も
後
援
し
た
＝

E
S
」
和
太
鼓
、
ア
ト
ミ
ッ
ク
カ
フ
ェ
・
バ
ン
ド
な

号
で
詳
報
。

ど
盛
り
沢
山
の
歌
と
演
奏
。
三
時
よ
り
銀
座
繁
華
街

に
向
け
て
一

S
T
op
原

発

フ

リ

ー

デ

モ

J

反

原

発

・

東
京
行
動
主
催
―
》

l

反
核
パ
シ
フ
ィ
，
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

東

京

〈

0
三
ー
・
八
一
五
ー
一
六
四
八
こ

x
~

巫．
．

 
人・

i

『

)

詞

・

―

噌

韮

伍

盈

虹
つ
道
（
憲
新
の
一
這
寺
と

マ
I

虹

□5
胃
5

向

験

ぃ

閃

涵

た

”

＇

ふ

マ

集

虹

く

港

F
ピ
い
レ
ー

ュ
生
叫
／
行
寄
』
夕
喰
島
デ

最新サ！
ク――.... v.こヽ．～

雇
日
米
三
軍
統
合
演
習
に
反
対
し
て
1
0
月
1
6
、

1
8
日
に
四
条
河
原
町
で
ピ
ラ
ま
き
。
1
0
日
に
は
あ
い

ば
の
演
習
場
へ
反
対
行
動
も
行
な
っ
た
。
1
0
月
2
1
日

に
は
「
日
米
安
保
体
制
を
打
ち
破
ろ
う
ー
・
1
0
.
2
1
日

際
反
戦
デ
ー
京
都
集
会
」

11
月
中
旬
に
は
更
に
署

名
運
勁
、
抗
議
行
動
、
あ
い
ば
の
演
習
反
対
集
会
等

を
計
酉
°

-

9

ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会
(

O

七

古
田
方
）
＇
一

愛
知
＿

11
月
15
日
、
日
米
統
合
演
習
に
反
対
し
て
名

古
屋
市
内
で
学
習
会
。
あ
い
ば
の
演
習
時
に
あ
わ
せ

て
同
市
内
で
抗
議
の
ピ
ラ
ま
き
も
予
定
。

[
愛
知
は

ん
せ
ん
の
会
(

O

五
ニ
ー
七
六
ニ
ー
五
―
―
八

、,̀

戸
発行／トマ喰い虫社

暉
一
全
国
運
動
」
と
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
主
婦

有
志
が
原
潜
事
故
対
策
に
つ
い
て
県
知
事
に
申
入
れ

「
原
潜
入
港
拒
否
」
「
非
核
コ
ー
ド
作
り
」
「
市
民

を
含
め
た
事
故
防
災
研
究
グ
ル
ー
プ
設
置
」
等
を
求

め
た
。
上
瀬
谷
基
地
で
は
「
統
合
演
習
」
を
に
ら
ん

だ
基
地
監
視
0

[
ウ
ド
の
会
(

O

四
五
ー
三
六
三
ー

―
―
―
一
内
線
四
二
五
冨
永
気
付
）
]

,
1
0
月
1
8
、
1
9
日
市
民
と
労
働
運
動
が
本
格

的
に
合
流
し
て
開
い
た
「
ヨ
コ
ス
カ
・
ピ
ー
ス
・
フ

．

，

：

ィ

ほ

参

加

者

三

千

人

と

大

盛

況

。

も

幽

期

的

な

取

組

み

だ

っ

た

。

次

報




